
〈中学校数学部会 〉

研 究 主 題 ・副 題

「『数 学的な見方や 考 え方』 を育成 す る指導 の充実 一 一次 関数 の教材研 究 を通 して 一」

研 究 の概 要

学 習指導要領 の 「数量 関係 」 に着 目 し、 「数 学 的な見方や考 え方 」 を育成 す るための指

導方法 の改 善に取 り組 んだe教 材 の開発 にお いては、第2学 年 の一次 関数 を取 り上 げた。

導入時 の工夫 として、生徒 一人一人が操作活動 に、意欲 的に取 り組 めるよ う指導方法の

改善を図った。教材 の取扱い において は、伴 って変わ る二っの数 量に着 目させ ることをね

らい、式の特 徴を とらえ させ る工夫 を試み た、特に、操作活動 を取 り入れ るこ とを通 して、

生徒 の多様 な見方や 考え方 を引 き出し、 それ らを進 んで活用 しよ うとす る態度 を育て るこ

とを重視 した.

1研 究 の 目的

1個 に応 じた指導や 習熟 の程度 に応 じた指 導の工夫 ・改善 を図 り、生徒 一人一 人の 「数 学的

な見方や考 え方」 を伸 ばす実践研究 を行 う。

2「 数 学的 な見 方や 考 え方」 のよ さを知 り、それ らを進 んで活用 しよ うとす る態度 を育て る

補充的 な学習や発展的 な学習の教材 開発及 び指導方法の工夫 を行 う.

1研 究 の 方 法

個 に応 じた指導 として、すべての学習者が容易 に取 り組 める課題 を設定す る ことが大切 で

ある.こ の考 えの下、基礎基本か ら発展 に至 るまで、いろい ろな見 方や考 え方 が考 え られ る

課題 の設定 を図った。具体 的には、 下記 の三っの視 点で教材 の開発研 究を行 った。

1教 材の工夫

本研 究で は、必要な時に、容易に 自作教材が活 用できる よ う生徒 一人 に一セ ッ トを準備 し

た。その教材 の活用 においては、操作活動 を積極 的に取 り入れ るこ とを重視 し、2時 間扱 い

とした。そ して 、生徒の より多様 な見方や 考 え方を引 き出す 二[夫を行 った。

2学 習形態の工夫

生徒 の多様 な見方や 考え方 を引き 出すた めに、学習形態 を 「個別 学習」か ら 「グルー プ学

習」、 そ して 「一斉 学習」へ と一連 の流 れ を図 り、 白分で は気 付か なか った見方 や考 え方 に

も触れ るこ とで、 「数 学的 な見方や 考え方 」 の よさを知 り、それ らを進 んで活用 しよ うとす

る態度を育て る工夫 を行 った、

3発 問内容の工夫

発問につい ては、個 に応 じた指導 を行い、生徒一人一人の学習活動 が促進 され るよ う教材

に合 った内容の取扱いや指導の手順 を検証 した.

以 ヒの 三つ視点か ら10月 と11月 には、二回の検証授 業を実施 したn

第一回 目の検証授業で は、指定 した方 法で、伴 って変 わる二っ の数量 の関係 を生徒 一一人一

人 に見いだ させた.二 回 目の検証授 業では、指定 した方法か ら考 え られ る伴 っ て変 わる二つ

の数 量について 、既 習の比例 ・反比例 の関係 と異な る一次関数の関係 を見いだ させ た。 さ ら

に、発展的な学習 として 、タイル(厚 紙を正方形 に切った もの)の 配列 を二1二夫 させ るこ とで、

生徒一人 一一人にい ろい ろな関数 関係 を考 えさせ るこ とも試 みた.
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皿 研 究 の 内 容

1指 導 と評価 の一 体 化

(1)

(2)

(3)

単 元 一 次 関 数(16時 間 扱 い 〉

単 元 の 目標 具 体 的 な 事 象 σ)巾 か ら二 つ の 数 量 を 取 り 出 し、 そ れ らの 変 化 や 対 応 を

調 べ る こ と を 通 して 、 ・次 関 数 に つ い て 理 解 す る と と も に 、 関 数 関 係

を 見 い だ し、 表 現 し考 察 す る。

次(小 単 元)の 扱 い

第1節 「一 次 関 数 」(1ユ 時 間 扱 い)

① 一 次 関 数(2時 間)

② 一 次 関 数 の値 の 変 化(1時 間)

③ 一一次 関 数 の グ ラ フ(4時 間)

④ 一 次 関 数 と変 域(1時 間)

⑤ 一一次 関 数 を 求 め る こ と(25時 間)

⑥ 基 本 の 問 題(0.5時 間)

栄 「具 体 的 な 学 習 活 動 に お け る 評 価 規 準 」 の 達 成 状 況 を と ら え る 指 標 と し て 、(ア)(イ)(ウ)を 位 置 付 け た 。

観 点
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時
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堂 へ の'"・ ・音/'・ 撫

① 具 体 的 な 事 象 の 中 に あ る 二 つ の 数 量

の 関 係 に 関 心 を も ち 、 観 察 ・実 験 な

ど を 通 し て 一 次 関 数 に つ い て 調 べ よ

う と す る 。

(の エ ジ プ トの ピ ラ ミ ッ ドの 写 真 を 見 る こ と

で、 一 次 関 数 に 関 心 を持 と うとす る.
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(ア)場 而 が 変 わ る と 、 そ れ に 伴 っ て 変 わ る 数

量 開 係 に 関 心 を 持 ち 、 調 べ よ う と す る 、,
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(A)裏 を 用 い て 、 そ れ ぞ れ の 数 量 関 係 を 的 確

に と ら え る こ と が で き る.

(① 表 を 用 い て 、 場 面 に 応 じ た 数 量 関 係 を 具

体 的 に と ら え さ せ る 。

(わ 場 面 が 変 わ る と そ れ に 伴 っ て 変 わ る 二 っ

の 数 量 を 見 っ け 、 そ の 関 係 を 調 べ よ う と

す る 。

発=田

式 の 形 か ら 、 比 例 、 一 次 関 数 、

そ の 他 の 関 数 に 分 類 し て み よ う 。

(A)式 の 特 徴 に 着 目 し て 、 的 確 に 関 数 を 分 類

す る こ と が で き る 。

(C)比 例 の 式 を 見 直 さ せ 、 一 次 関 数 と 比 較 し 、

そ の 違 い に 気 付 か せ る.

出 辿蛭そか 目 ロ老 トー一

① 具 体 的 な 事 象 の 中 に あ る 二 つ の 数 量 を

取 り 出 し 、 そ れ ら の 間 の 変 化 や 対 応 の

関 係 に 着 目 し て 調 べ 考 察 し 、 一 次 関 数

に よ っ て と ら え ら れ る も の が あ る こ と

に 気 付 く 。

(力 観 察 ・実験 を通 して 規則 性 を見 い だ し、 変 化

や 対応 の 関係 を、 表 を作 る こ とに よっ て 見 い

だす こ とが で き る,、

【発 問 】
ピ ラ ミ ッ ド型 に タ イ ル を 並 べ る 。

場 面 が 変 わ る と そ れ に 伴 っ て 変 わ
る 二 つ の 数 量 を 見 つ け 、 場 面 と の

関 係 を 調 べ よ う。

【注 】 こ こ で 扱 う タ イ ル は 、 厚 紙 を 正 方 形 に

切 っ た も の で あ る 。

(A)場 面 が 変 わ る と そ れ に 伴 っ て 変 わ る 二 つ の 数

量 は 、 タ イ ル の 数 だ け で は な い こ と に 着 目 で

き る 。

(C)タ イ ル を 使 づ て 実 験 ・観 察 を し な が ら 、 図 形

的 な 見 方 を 工 夫 さ せ る 。

(C)表 を 作 っ て 、 場 面 が 変 わ る と そ れ に 伴 っ て 変

わ る 二 つ の 数 量 の 関 係 を 考 え さ せ る 。

(わ タ イ ル の 並 べ 方 を 変 え た と き の 変 化 や 対 応 の

関 係 を 衰 、 式 、 グ ラ フ な ど を 使 っ て 、 そ の 関

係 を 見 い だ す こ と が で き る 。

発 問
他 の 見 方 に つ い て も 考 え て み よ う.

(A)そ れ ぞ れ の 式 の 特 徴 を 、 表 と 関 連 づ け て 的 確

に 分 類 で き る 。

(C)式 の 形 か ら 一 次 関 数 の 関 係 に 気 付 か せ る 。

来各 観 点 にお け る 〔A)は、「十 分 満 足で き る」 状 況 を具 体 的 に と らえ る判 断 の 規 準 と して 定 め た 。

※ 各 観 点 に お け る(① は、 「努 力 を要 す る 」状 況 にあ る 生徒 へ の 具体 的な 支 援 の 手 だ て と した 。
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第1節 の 目標

・具 体 的 な 事 象 の 中 に あ る 二つ の数 量 の 関 係 を 実 験 ・観 察 を通 して 、 一 次 関 数 に

つ い て 調 べ よ う と し 、 ・次 関 数 の 関 係 を 式 で 表 す 。

・関 数 や 関数 関 係 、 一 次 関 数 の 意 味 を理 解 す る。

・一・次 関 数 の とる 値 の 変 化 の 割 合 とグ ラ フ の 特 徴 を 理 解 す る と と も に 、 ・次 関数

を 利 用 す る。

第2節 「一 次 関 数 と 方 程 式 」(5時 間 扱 い)

① 二 元 一 次 方 程 式 の グ ラ フ(2時 間)③ 基 本 の 問題 ω.5時 問)

② 一一次 関 数 の グ ラ フ の 利 用(2.5時 間)

第2節 の 目標

・具 体 的 な 事 象 の 考 察 に 一 次 関 数 を 活 用 す る。

・二 元 一 次 方 程 式 を 関 数 を表 す 式 とみ る こ とが で き る よ うに す る .

ウ数 学 的 な 表 現 ・処 理

① 一 次 関 数 の 関 係 を 式 で 表 す こ と が で き る 。

② 一 次 関 数 の 関 係 を 農 、 式 、 グ ラ フ な ど で 表

現 し た り 、 そ の 特 徴 を 読 み 取 っ た り す る こ

と が で き る 。

(ア)場 面 が 変 わ る とそ れ に 伴 っ て 変 わ る 二つ の 数 量

に 着 目 し、 一 方 が 決 ま れ ば 他 方 も決 ま る こ と を

見 い だす こ とが で きる 。

【発 問

場 面 が 変 わ る と 、 変 化 す る数 量 は 何 で

す か 、 表 に ま と め ま し ょ う.

(A)タ イ ル を 並べ な が ら、 考 え られ る そ れ ぞ れ の 数

量 に つ いて 、 変 化 の 様 子 を 効 率 よ く表 に ま とめ

る こ とが で き る.

(C)そ れ ぞ れ の数 量 の 増 え 方 に 着 目 して 、 具 体 的 な

数値 で計 算 させ る。

(イ)ど の 数 量 も 揚 面 が 決 ま る と 具 体 的 な 数 値 と し て

と ら え ら れ る こ と を 確 認 し 、 表 か ら そ れ ぞ れ の

式 を 求 め る こ と が で き る 、,

発 問

伴 っ て 変 わ る 二 っ の 数 量 の … 方 をx、

他 方 をyと し て 、 そ の 関 係 を 式 で 表 し
て み よ う

(A)数 量 の 求 め 方 を 明 確 に 表 現 し、 効 率 よ く求 め る

こ とが で き る 。 ま た 、 式 の 形 か らそ れ ぞ れ の 関

数 を的確 に分 類 で き る 。

(① 既 習 の比 例 の 式 を確 認 させ る 。

(ウ)表 か ら 、 場 面 が 変 わ る と そ れ に 伴 っ て 変 わ る 二

っ の 数 量 を 求 め る こ と が で き る 。

【発 問 】

表 を 利 用 して 、 そ れ ぞ れ の 数 量 の 関係

をxやyを 用 い た 式 で 表 して み よ う。

(A>式 の 求 め 方 に つ い て 、 的 確 に 表 現 し 、 効 率 よ く

求 め る こ と が で き る 。

(C)二 つ の 数 量 の 関 係 を と ら え 、xとyの 関 係 を 式

に 表 す こ と を 考 え さ せ る 。

工 数 量 、 図 形 な ど に っ い て の 知 識 ・理 解

① 関 数 や 関 数 関 係 、 一 次 関 数 の 意 味 を 理

解 し て い る 。

(力 第 一 学 年 に お け る比 例 、反 比例 の 学 習 の 発展

と して 、 二つ の数 量 の 関係 を 文宇 で 表 し、一

次 関数 の特 徴 を理 解 す る こ とが で き る。

発 用

比 例 の 関 係 に あ る 式 は 、どれ で す か 。
一 次 関 数 の 関 係 に あ る 式 は

、 ど れ で
す か 。

(A)比 例 、 一 次 関 数 、 そ の 他 の 関 数 の 関 係 を 的 確

に と ら え 、 一 次 関 数 の 意 味 を 理 解 し て い る 。

(C)比 例 の 式 と 一 次 関 数 の 式 と の 違 い を 理 解 さ せ

る 。
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2単 元 の評 価 計 画

(D指 導 内容σ)系統性(関 連 と発展〉

伴 って変わ る二っの数 量を とらえることは、小学四年 か ら学習 を始 めてお り、以後第一 学年 では文字x、y

を用 いて式に表 した り、比例や反比例 について学習 している。 この単元では、比例な どを学習す る ときに用い

た二っ の値の変化 と対応 の考察の仕方 、グラフ化 、式化 な どの考 え方 を活用 して学習 を進 め 乱、また 「関数」

とい う用語 を初めて取 り上げるの もこの単元 か らである。

この単元での学習は、第二学年 の連立方程式の解 とグラフ との 関係や第三学年の二乗に比例す る関数 につな

が るもので ある。 一次関数の見方や考 え方な どを通 して、数量 関係 についての理解 を深め ることで、今後の学

習に生かせ るよ うにする。

(2)題 材 の考察

第 一学年においては、関数 とい う用語 は使 用せ ずに、比例 ・反比例 にっい て学習 してい る。第 二学年 では関

数の定義 を明確 にす る とともに、比例 の考 え方 を発 展 させ 、基本的 な関数 関係の代表的な もの と して一次 関数

を取 り一ヒげ、考繁 を深めてい く。 これ らの学習 を通 して、 日常の事象のr1:に一一・次関数 を見いだ した り、・・一軟 関

数 を活川で きるよ うにす る。

(3)指 導 と評価 につ いての改韓の視点

ア 既習事項の活 用

・一次関数 の学習は、y-b=axと 変形すれ ば、(y-b)はxに 比例 してお り、第一学年 で学習 した比例

の内容 を活用で きる場面で もあ る。 また、文字 による式の表現や対応す る値を求め る際の一次 方程式 の計算

な ど、第一学年 の数 と式に関わ る内容 もあ る。 したがって、これ らにっいて十分定着 していない と考 え られ

る部分 を発 見 し補 ってい くために、授業 にお け る生徒の反応 や小テス ト、 ノー トの点検 な どを行 う。

イ ー次関数 の扱 い方

一次関数の指 導においては
、比例 にっいての学習を生かせ るよ うに、生徒中心の活動を重視 した授業 を展

開する。例 えば、本時の課題 を利用 して佃 々の意見を集約 して、学級全体で一次関数の関係 を文字の式で表

す、、その際に、表 を用 いて考察 し、様 々な関数 を求 めて分類 しなが ら課題 を解決す る,、

考察の過程 では、生徒 の 白由な発 想 を取 り上げ、グループ を作って情報 交換 させた り、意見 を出 し合 って

教 えあった りさせ る.さ らに、考察の結果 をグル ープご とに発表 させ て、全体 で共有でき るようにす る。ま

た、…人一人 の生徒 について、この過程で これ までの既習事項で十分定着 していない と考 え られ る内客 を見

っ けた場 合は、個別 に補 ってい く。

ウ ー次関数 の見方や考 え方の活川

一次関数 の見方や考 え方 の活用については
、生徒 が 日常的な事象 との関わ りの中で、数学的活動 を通 して

一次関数を考 え ることができるよ うにする。 したがって、一次関数 につ いての理解 はもちろん 、生徒 の授業

中の意見や 自己評価票 に記入 された感想 な どを重視 し、一次関数 を基に した具体 的な事象 の考察や、関数を

学ぶ ことの意義 な どについての コメン トを評価す るよ うにす る。

工 個に応 じた学習

この単元 を学習す る時点 で、第一・学年までの個 々の学習内容についての理解 が十分 でないた め、この単元

について苦手意識 を持 ち、あま り意欲 を持 たない と考 え られ る生徒 がい ることが予想 され る。 また、 これ と

は逆に、佃 々の 内容 につい て十分理解 して きてお り、さ らな る探求活動へ の意欲 を持 った生徒 もい る。 こ う

した点に配慮 し、この単元 での最初 の段 階で、生徒 の習熟の程度 に応 じて、補充 的な学習や発展的な学習な

どに取 り組 める時間を設定す る。 この時間は、生徒 が自由に取 り組 め る課題 を与え、生徒が数学的活 動 を通

して、課題 に取 り組む こ とで、個に応 じた単習が可能 にな り、 より意欲的 に学習す るこ とがで きるよ うに配

慮 す る。

本時は、単元の1次 に、 この学習 を位 置付けてい る。
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(4)単 元の構成

前述 の(D～(3)を 受 けて、本単元 を下 記の1～4の 段 階で構成 し、それ ぞれ を 「次」(ま たは 「小単元」)

と呼ぶ ことにする,,

1一 次関数の導入1新 しい概 念の導入段 階であ り、これまでの学習を基 に、数 学的活 動を通 して補 充的な

学習や発展 的な学 習な ど、さ らには意欲を高めるための課題 学習等 に取 り組む。

2一 次関数 のグ ラフ:一 次関数 のグラフをかいて、比例の グラフ と対比 しなが らその特徴 を調べ る学習に取

り組む。

3-・ 次関数 と変域:こ れ までの学習 を振 り返 りなが ら、主 に学級全体で学習に取 り組む。

4一 次 関数 と方程式=こ れまでの学習 を身の回 りの事象 の考 察に利用す る学脅に取 り組 む。
一次関数 と方程式 にっ いての学習 とを関連づ けなが ら

、主に学級全体で学習 に取 り組

む。

各 「次 」 の 授 業 時 間 数 は 、 以 下 の 通 り で あ る、,

主な内容 時間数

1次 一次 関数 の導入 3時 間(本 時)

16時 間2次 一次 関数 のグラフ 4時 間

3次 一次 関数 と変域 4時 間

4次 一次関数 と方程 式 5時 間

(5)単 元の 閏標

本単元の 日標 は、 「第2内 容の ま とま りご との評価規準及びその具体例」(以 下 「第2」)の 第二学年 の学

年 目標の うち、数 量関係 にかかわ る内容 を参考 に してい る。

具体的な事 象を調べ ることを通 して、一次 関数につ いて理解す るとともに、関数 関係 を見いだ し、表現 し、

考察する能力 を養 う,、

具体的な事 象の中か ら二っの数量を取 りだ し、それ らの変化や対応 を調べ るこ とを通 して、一次 関数につい

て理解す るとともに、関数関係 を見い だ し表現 し考寮す る。具体 的には、以 下の生徒 の活動 を通 して実現で き

る もの と考 える,,

・事象の 中にあ る一 次関数 を見いだ し
、表現す る。

・表、式、グ ラフを川 いて、一・歌 関数 の特徴 を調べ る。

・具体的な事象 の考察 に、 …次 関数 を活用す ることができる。

・関数 的な見方や考 え方で二元一 次方程 式 を見直す
。

(6)単 元の評価規準

単元の評価 規準 は 「内容 のま とま りご との評価 規準」、 「単元の評価 規準」、「具体 的な学習活動にお ける評

価規 準」で構成 され る。 「内容 のま とま りご との評価規 準」は 「第2」 の第二学年 【「C数 量関係 」の評価規

準 】に よる。 「単元の評価規準」 は単元が内容 のま とまりと…致 してい るので、 「内容の ま とま りご との評価

規準」 と岡 じで ある。 「具体的 な学 習活動 にお ける評価規 準」は、 「2単 元の 目標 」で提示 され た生徒の活

動 を具体化 したものである。
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【「C数 量関係 」の評価規準 】

〈内容のま とま りごとの評価規準〉

ア 数学への関心 ・意欲 ・ イ 数学的な見方や考え方 ウ 数 学的な表 現 ・処理 工 数 量、図形 な どにつ い

態度 ての知識 ・理解

具体的な事象の中から二っ 具体的な事象の中にある変 数量の関係 をグラフや二元
一次 関i数の意 味

、変化の割

の数量 を取 り出 し、変化や 化や対応についての見方や 一次方程式 で表 し、処 理 し 合 とグラフの特徴、 問題解

対 応 を調 べ る こ とを通 し 考 え方 を深 めるとともに、 た り、 関数 関係 を的確 に表 決へ の利 用の仕方 を理解 し

て、関数 関係 を見いだ し、 確率的な見方や考え方の基 現 した りす るなど して、問 て い る。

表現 し、考察 した り、具体 礎 を身 に付 け、事 象を数 理 題の解決に一次関数を利用 また、数 は不確 定な事象の

的な事象についての観察や 的に とらえ、見通 しを もち す る こ と が で き る。 起 こる程度 を表す こ とがで

実験 を通 して 、不確 定な事 論理 的に考 察す ることがで ま た、起 こ り得 る場合 を順 き る こ と 、 確 率 の 意 味 、 簡

象 が起 こ りうる程 度 を考察 き る 。 序 よ く整理す るな どして、 単な場合の確率の求め方を

した りす るな ど、数 学的漸 簡単な場合について確率を 理解 している。

動 の楽 しさに気付 き、関数 求 めることがで きる。

や確率の考えを意欲的に具

体的な問題の解決に活用し

よ う とす る。

〈単元の評価規準〉(単 元が内容の ま とま りと一致 してい るσ)で、同 じ評 価規準であ る。)

〈具体的な学習活動における評価規準〉

ア 数 学へ の関心 ・意欲 ・ イ 数単的な見方や考え方 ウ 数学的 な表 現 ・処理 工 数 量、図形 な どについ

態度 ての知識 ・理解

(事象 の中にあ る一 次関数の関係 を見いだ し表現す る。)

①具体的な事象の中にある ①具体的な事象の中にある ①一次関数の関係を式で表 ① 関数や 関数 関係 、一 次

二っ の数 量の関係 に関心を 二つ の数量 を取 り出 し、そ す こ と が で き る。 関数の意味を理解 してい

もち、観察 、実験な どを通 れ らの間の変化や対応の関 る 。

して一次 関数 について調べ 係 に着 目して調べ 考察 し、

よ う とす る。 一次 関数 によって とらえ ら

れ るものが あることに気付

く 。

俵 、式、 グラフを用 いて一次関数の特微 を調べ る。)

②一次 関数 に関心を もち、 ②一次関数 の特徴 を表、式、② 一次関数 の関係 を表 、式、② 変化 の様 子、 グ ラフの

表 、 式 、 グ ラ フ な ど を 用 い グラフな どを用いて考 察す グ ラフな どで表現 した り、 形 、yニax十bのa、b

て、そ の特徴 を調べ ようと る こ と が で き る。 その特徴 を読み とった りす の意味 、変化の割合の意味

す る。 る こ と が で き る 。 な ど・・次 関数の特徴 を理解

③一次関数の変化の割合を し て い る,,

一 一Tr一 寸r占 一 丁
求め ることがで きる。

(具体的な事 象の考察 に、一次関数 の見方や考 え方 を活用す る。)

③一次 関数が実生活 に深 く ③具体的な事象を一次関数 ④ 一次関徴 の表 、式 、グラ ③一次 関数 を、 どの よ うな

かかわ ってい ることに気付 を用いて考察 し、その結果 フな どを用いて、具体 的な 場面で どの よ うに用い るか

き、問題の解 決に利 用 しよ が適切であ るか どうか振 り 事象を表現 した り、処理 し 理 解 して い る,、

う とす る。 返 って 考 え るこ とが で き た りす る こ と溺 で き る。 ④一次 関数 を用いる と、事

る 。 象 を考察 した り、予 測 した

りす ることがで きる ことを

理解 してい る。

(二元一次方程式の グラフの意味や連 立方程式の解 とグラ フとの関係 を調べ る。)

④二元一次方程式 を二っ の ④ 一次関数 と二元一次方程 ⑤二元一次方程式の解を座 ⑤一次関数 と二元…次方程

変数の関数 関係 ととらえ ら 式 との関係 を用い て、方程 標 平面上に表現す るこ とが 式の関係 を理解 してい る。

れ ることに気 付き、 一一次関 式の解の意1朱な どを考察す でき、連立 二元一次方程式 ⑥連立二元一次方程式の解

数 と関連づ けて考察 しよ う る こ と が で き る 。 の解を二直線の交点の座標 は座標平面上の二直線の交

と す る 。 と して求 め る こ とが で き 点の座標 であ るこ とを理解

る 。 し て い る.

(国立教育政策研究所教 育課程研 究セン ター作成0)評 価規準 による。)
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(7)指 導 と評 価の計画

実際の授業 では、 「(6)単 元の評価 規準 」 で示 した 「具体 的な学習活 動にお け る評価規 準」 を 「次 」単位

で具体化 して評価す るこ とにな る。 この表 で は、「次」 ご とに、授 業のね らいや学 習活動 を 「具体 的な学習

活 動 にお ける評価 規準」 と対応 させ 、評価 方法 な どとの関連の ア ウ トライ ンを示 してい る。 これ らをもとに

して、各 「次」 にお ける授業 の展 開や観 点別評価 の進 め方 を具体化 してい く,,

各 「次」 と 「具体 的な学習活動にお ける評価規準 」 との 関係 は、下の表の通 りであ る。

〈具体的な学習活動における評価規準〉
次 0ね らい

o学 習活動

単元の評価規準と
の関連

評価方法等

1 0ね らい:事 象の中にあ る一次関数 の関係 を

見い だし表現させ る,,

◇観 察や操 作、実験 を通 して、一次 関数 の

関係 の特徴 を見いだす。

◇一 次'関数 の関係 を式で表す。

アの①、②

イの①

ウの①、②
エの①

O新 しい概 念の導入段階であ り、 これ

までの学習 を碁に、数学的活動 を通 し

て補充的 な学習や発展的な学習 な ど、

さらには意欲 を高め るための課 題学習

等 に取 り組 ませ る.そ のためグループ

の情報 交換 の結果 を全体で共有で きる

よ うにす る。
・{1三徒 が観察や操作 、実験 を して いる

様子 を観察す る。
・調べ た結果 のま とめ方や気付い たこ

とを、授業1・1コの発言 、ノー ト、 プ リ

ン トなどで点検す る。
・授業 中の発 言や机 間指導 を通 じて確

認す る。
・小 テス トを行 い、その結果 を点検す

る.

2

一 一 一一 一 口 一 一 τ 一 一 一

〇ね らい:一 一次関数 の特徴 を表、式、 グラフ

を用いて考 えさせ る。

◇表か ら二つの数 量の変化 と対応 の様子 を

調 べ る。

◇表か ら一次関数y三ax十bの グラフを

書 く。

◇一次1銅数yニax十bのa、bの 意味や

変化の割合の意味 とグラフとの関係 を調
べ る。

アの②

イの②

ウの①、②
エの②

一 一 ト ¶h卜 一 一 一

〇一斉指導 で授業 を行 う。
・調べた結果のま とめ方や気付い たこ

とを、授業 中の発 言、ノー一ト、プ リ
ン トなどで点検す る。

・授業 中の発言の様 子を観察する。
・授 業中の発 言や机 間指導 を通 じて確

認す る。
・小テス トを行 い、その結果 を点検す

る。

3

一 一 τ

Oね らい:一 次関数 のグラフの式 を求 めるこ

とができ るよ うにする。

◇ グラフか ら傾 き と切片 を読み取 って式 を

求 める、,

◇点の座標 を読み取 って式 を求め る。

アの②

イの②

ウの②、③
=〔の②

上記 の2次 と岡様の方法で評価 す る。

4

一 一 一 一

〇ね らい:身 の回 りの事象か ら一一次関数 の関

係 を見いだ し、事象の考察に活用

で きるようにす る、、

◇一次 関数 の見方や考 え方 を生か して、身
の回 りの事象を考察す る.

◇一次 関数の グラ フや式 を使って、身の回
りにある事象を考 察す る。

Oね らい:二 元一次方 程式の グラフの 意味や

連 立方程式 の解 とグラフ との関係

を調べ ることができるよ うにす る。

◇二元一次方程式の グラフを書 き、その意
味を考察す る。

〈〉連立方程 式の解 と二直線 のグラフの交点
の座標 との関係 を考察 し、実際 にグラフ

を利用 して解 を求める。

アの③

イの③

ウの④
エの③ 、④

アの④

イの④

ウの⑤
エの⑤ 、⑥

一 一 一

〇一次関数に 関す る学習の成果 を生か

す ことができ るか ど うかを中心 に、操

作や実験、 グループでの話合 いな どを

取 り入れた授業を進 める。
・操作・や実験 などに対する取 り組 み方

を観察す る。
・調 べた結果の発表 の仕方や発言 の内

容 を確認す る。
・調べた結果の まとめ方や気付 いたこ

とを、授業 中の発 言、 ノー ト、プ リ

ン トな どで点検す る.
・授 業 中の発言や机 間指導 を通 じて確

認す る。
・小デス トを行い、その結果 を点検す

る。

O-一 次関数に 関す る学習の成果 と連立

方程式 との関連 を考察でき るか ど うか

を中心に、一斉指導 で授 業を進める。

上記の2次 と同様 の方法で評価す る。
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(8)授 業 の 展 開

第1時1具 体的 訟事 象の中か ら、伴 って変 わ る二つの数量 を見つ け、一次関数の関係 を見 いだす授 業であ る。 数学的 な活 動を通 して、

離散的 な関係 にある数量 を扱い 、課題 を単純化 して取 り組 む 二とがで きるよ うにす る。

第2時=第1時 の課題 を参考に、 自ら課題 を設 定 し、その事象の 中か ら一次関数の 関係 を見 いだす授業 であ る、、個 に応 じて課題 を設定

し、意欲的 に取 り組 む ことがで きるよ うにす る。

なお、1'評価 ・配慮事項 」の欄の記号は以 下の通 りであ る。

O

●

◎

ー

・指導上 の配慮事 項

・評価の場 面で、 「おおむね満足で きる」 状況(B>と 判断で きる規準

・評価σ)場面で 、「一卜分満 足で きる1状 況(A)と 判断で きる規 準

…ヵ ッコ内は、 空な評 価の方法

・観察:授 業 の中で生徒の活動や発言 を観察す 翫、

・机間指 導;授 業の中で生徒 のノー トへの記 述やつぶや きを観察 す る。

・ノー トの点検;授 業後に生徒 のノー トを回収 して点検す る
。

・小テ ス ト;授 業 の中で小テ ス トを行 う。

学習のね らい 学習活動 と発問の工夫 評価'配 慮事項

[導入発間] O実 際 に ピラ ミ ッ ドの 写真 を見 せ る。

「ピラ ミッ ドを横 か ら見 た と きに 石が い くつ 使 われ て い るか 、 O段 数が増 えると使われてい る石の数が規則 的に増 えて

ど うす オし仁廿分 力、るカ、?」 い る点 に注 口させ る。

1課 題① の把握 [課題①]

ピラ ミッ ド型 にタイルを並べ る。段数が増えると変化す る O段 数が増 えると変化する数量は石の数だけではない こ

数 量 を見 つ け、 段 数 との関 係 を調べ よ う。 とを確認 し考 え させ る。

一

1 1

2課 題① の解決1 ● 考えられる変化する数 量の例 O実 際にタイル を配布す る。

ア 頂点の個数 魔学に関す る開心 ・意欲 ・態囲(評 価規獺アの①、②)

イ 底辺 の長 さ ●伴 って変わ る二つの数量開係 に関心 をもち、調べ よう

ウ タイルの個 数 として い る。

・タイル を並べなが ら、考え られるそれぞれ の数量につ いての ◎様々な視点 から伴って変わる二つの数量関係 をとらえ

変化 の様子を表にま とめる。 よ うと して い る。

・全 体 で発 表す る。 〔観察、机問指導〕

3課 題① の解決n 「段 数 が100段 の とき 、そ れ ぞ れの 数 量 を求 め、 そ の求 め方 ○ どの数量 も段数が決 まると、その数量 も決 まることを

を考 え よ う,d 確 認 してお く。

・求 め方 の ヒン ト

ア 個数 は4つ ずつ増加

段 数 が2倍 、3倍 、1・・の と き 、 個 数 も2倍 、3倍 、 …

個数 は段数の4倍

イ 長さは2ず つ増加

長 さは段数 の2倍 か ら1を 引 く

ウ 個数 は段数の2乗

・全体 で発 表す る。

4課 題① の解決In 「表 か らxとyの 関 係 を式 で 表 そ 狐 」 【数学的な表現 ・処璽 〔評価規準 ウのΦ、②)

・段 数 をx段 、そ れ に伴 って 変 わ る数 量 をyと す る。 ●xとyの 関係 を式 で表 す こ とが で き る。

アy=4x 〔机 間指 導 、 ノー ト点 検)

イy=2X-1

ウyニx2

5確 認 と授業の ・式 の形 か ら比例 、 一 次 関叛 、 そ の他(二 乗 に比 例 す る 関数) 踵i学的な見方や考 え弼(評 価規準イの①)

まとめ に分 類 す る。 ●式の形 から一次関数を見つけることができる.

・比 例 と一 次 関数 の 式 の違 い を 確認 す る。 〔ノ ー ト点 検 ユ
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6課 題②の把握

7課 題②の解決

8'確 認 と授 業 の

ま とめ

[課題②]

課題①のよ うにクイルをす き間なく規則的に並べるとき

に、伴って変わ る二つ の数量を見つけ、その関係 を調べ

よ う。

・課 題 ① の解 決1～IHと 伺 様 に各 自で 考 え る。

・式 の形 か ら比 例 、 一次 関 数 、そ の他 〔二 乗 に比 例 す る 関数)

に 分類 し、 一 次 関数 の 式 を各 自で確 認 す る。

・調 べ た結 果 をグル ー プ ご とに発 表す る.

・今 後扱 って い く関数 が 一 次 関数 で あ るこ とを確 認 す る。

O実 際にタイル を条件に したがって、自巾に並べて考え

させる。

激 学に関す る関心 ・意欲 ・態劇(評 価規準アの①、②)

● ピラミッ ド型 と類似 した課題に取 り組み、伴 って変わ

る二つの数量関係に関心 を持ち、調べ ようとしてい る。

◎ ピラミッ ド型 とは系統 の違 う課題 に取 り組み、様々な

視点から変化す る数量関係を とらえよ うとしてい る。

〔観察、机間指導〕

・課題① の解決1～ 皿 と同様に評価す る。

O段 数が決 まると、 どの数量 も決 まるこ とを確認 してお

く。

鰍 学的な表現 ・処理(評 価規準 ウの①)

●xとyの 関係を式で表す ことがで きる。

〔机間指導、ノー ト点検〕

敵 量、図形などについての知識 ・理鯉(評 価規準工の①)

●関数や関数関係、一次関数の意味 を理解 してい る。

[机間指導、ノー ト点検〕

1数学的な見方や考え羽(評 価規準イの①)

●式の形か ら、一次関数 を見つけることができる。

〔ノー ト点検〕

(9)授 業 後 の 生 徒 の 感 想

【教材 につい ての感想 】

Oピ ラ ミッ ドはいろいろな計算 をして作 られ たのだ と思 った。Oタ イル を使 った らわか りやす かったt、

O・.・次関数が嫌 いだけ ど、 こ うい う面 向いこ とをす るのは好 き。0い ろい ろな発見が 出来 て良か った です。

O式 を作 って数 を当てはめた ときに、そ こか ら出てきた筈えが合 っているかタイル を並べて確認 できた のは 良かった1,

Oこ の よ うな きま りを見つ け られ るのが数学 の面 白い ところだ と思 った。

【伴って変わ る二つの数量 関係 や対応 につ いての感想 】

O自 分で作 った形 もちゃ ん と規則 がで きてい てびっ くりしま した。

O今 回は 自分で形 を決 めたので 面 白か った。 自分 で形 を作 ってみ ると、色 々なこ とを発 見で きた.

O「 い くつ増えてい るか」 「どんな変化が あったかtを 見極 め るのが大切だ と思 うLt

O表 を見た ときに、 どん な事 に気づ くことがで きるかとい うのが今回の授業で大 切なんだ と思った。

0自 分で気づいて、そ こか ら探求す るのが もっと楽Lい こ となんだ とわか ったu

【学習形態 にっいての感想 】

Oみ ん な と協力 して考え るのは幅が広 が る。0ひ と りでは 出来 ないこ とを相 談 して考 えるこ とができて よか ったI

O班 で いろいろな ことを考 えるこ とがで きたので、 またや ってみ たい、,O白 分たちで考 えなが ら進 める授 業は本 当に楽 しかったu

O友 連 に教わる とわか りやすい。0班 のみん なで意 見を出 し合 って考え る授業 も楽 しかった。

O白 分 では気づ かないこ とがあ って も、班の人 と話 し合い なが ら進 めてい くとわか りやす い とい うこ とがわか ったL、

0い つ もの授業 よ りも班の形で授業 を受 ける方が、助 け合 えるのでわか りやす くとて もい い と思 う、,
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]V研 究 の 成 果 と 課 題

1研 究 の成果

「数 量関係 」 にお ける 「数 学的 な見方や 考 え方」 を生徒 に身 に付 けさせ るた めには 、身 近

で具体 的 な事象 の中か ら生徒 が興 味や 関心 の持 て る教材 、操作 活動 を通 して 白 らの考 えを深

め るこ とので きる教材 等 の研 究 開発 が重 要で あ る.本 研 究で は、一 次 関数 の導入段 階 でタイ

ル を並 べ る とい う 一人 一・・人 の操作活 動 が、 これ ま で以上 に生徒 の興味や 関心 を高 め、 意欲 的

に取 り組 ませ るこ とがで きた。

また 、多 くの生徒 が教 材 に内在 して い る規則性 を見 いだす こ とがで き、 「数 量 関係 」 にお

け る 「数学 的 な見方や 考 え方 」 を深 める こ とがで きた とい える。生徒 に とって は、学習 内容

の ね らい を明確 にす るこ とや 、操 作活 動 を通 した課題 の提示方 法 を工夫 す る こ とが、伴 って

変 わる二つ の数 量関係 を見 いだす こ とにつ なが った。 生徒一 人… 人の実 態 に応 じた発 間や 支

援 の在 り方 を工夫す るこ とで、 さ らに理解 を深 め させ る こ とがで き、意欲 的 な 「数 量 関係 」

の学 習 を展 開す るこ ともで きた。

学習 形態 につ いて も、 「個 別 学習 」 か ら 「グル ー プ学 習 」、そ して 「一 斉 学習 」 とい う一

連 の流れ の 中で 、生徒一 人 一人 の考 えを大切 に しなが ら、 自分 で は気 付 か なか った見方や 考

え方 に触れ る機会 を意 図的 に 与え るこ とで 、 自ら進 ん で考 え よ うとす る態度 を育成す るこ と

が できた.

特 に、学 習形態 ご との成 果 と して、次の三 点 を挙 げ るこ とがで き る.

O「 個 別学 習」 では、生 徒 一人一 人が タイル を並べ る とい う操 作活動 に、興 味や 関心 を持

って取 り組 んで いた。 具体 的 な事 象 の 中にあ る二っ の数 量を取 り出 し、それ らの間 の変

化や 対応 の関係 に着 目して調べ 考察す る 「数 学 的な見 方や考 え方」 を引 き出す こ とがで

きた。

○ 「グルー プ学 習」で は、自分 の考 え とそれ まで気 付 かなか った考 え とを比較す る こ とで 、

「数 学的 な見方や 考 え方」 の よ さを知 り、 それ らを活用 しよ うとす る態度 を育て る こ と

が できた。

○ 「一斉学 習」では、伴 って変 わ る=.っ の数 量 関係 や対応 に着 目して考 察を進 め るこ とで 、

一次 関数 の特 徴 に気 付 き
、「数 学 的な見方 や考 え方」のよ さを理解 させ る ことが で きた.

さ らに、 タイル の並 べ方 を変 えるだ けで様 々な場 面が作 り出せ るので 、補 充 的な学 習や発

展 的 な学習 への展 開 も生徒 の興 味 ・関心 を引 き出 しなが ら取扱 うこ との でき る教 材 であ る。

2今 後 の課題

◆生徒 一人 一人の学習 活動 を と らえ、そ の活 動 を促 進す るた めに発 問 の 工夫 を試 みた が、 さ

らに効 果 的な発 問 の内容 にっ いて研 究を進 め る必 要が あ る。

◆本研 究の成 果 を踏 ま え、指 導方 法 の一層 の充 実 を図 るには、評価 規 準 のプ リン ト等へ の明

確 な位 置付 け、操作 活動 にお ける 「数学 に対す る関心 ・意 欲 ・態度 」や 「数 学 的な見 方や

考 え方 」 を とらえる具体 的な指標 にっいて 、継 続 的な検 詞が必 要 であ る。

◇今回 の教材 を補充 的な学 習や発 展的 な学習 で活 用 した ときの授 業展 開 にっ いて 、生徒 の理

解 や 習熟 の程度 に応 じた 工夫 を、 さ らに進 め る必 要が ある.

◆少人数 指導 にお ける習熟 の程度 に応 じた学 習集 団で授 業 を行 う場 合 も、 コース ごとの課 題

の提示 の在 り方や 発 問の 内容 につい て研 究 を進 め、工夫や 改善 を 図る必 要 が ある。
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